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二 丁目の 我が 借家の 地主、 江戸 児に て 露地 を 鎖さず、 

裏町の 木戸に は 無用の 者-^ るべ からず と 式の 如く 記し 

たれ ど、 表門に は 扉 さへ なく、 夜が 更けても 通行 勝手 

た- V ちかづき 

なり。 但 知己の 人の 通り抜け、 世話に 申す 素通りの 無 

おも ひ さ 

用た る こと、 我が 思 も か はらず、 然 りながら お 附合五 

六 軒、 美人な きにし も あらず と 雖も、 濫 に 垣間見 を 

許さず、 軒に 御 神燈の 影な く、 奥に 三味の 音の 聞 ゆる 

類に あらざる を 以て、 頰被、 懐手、 湯 上りの 肩に 

おきてぬ ぐ ひ いか ゾ とくい 

置 手拭な どの 如何 はしき 姿 を 認めず、 華 主 ま はりの 豆 

府屋、 八百屋、 魚屋、 油屋の 出入す るの み。 

ちかみち 

朝 まだき は 納豆 売、 近所の 小学に 通 ふ 幼き が、 近路 



まろ にこに こ 

き 男の 目つ き 鋭から ず、 頰の 円き が莞 爾莞爾 して、 へ 

いく 召し ましと 荷 を 下ろし、 穎 割 葉の、 蒼き 鶏冠の、 

いづれ も 勢よ きを、 日に 焼けた る 手して 一 ッ 一 ッ取出 

す を、 としょり、 弟、 またお 神楽 座 一座の 太夫、 姓 は 

をん ながた ようす い 

原 口、 名 は 秋さん、 呼んで 女形と いふ 容 子の 可い のと、 

皆 縁側に 出で て、 見る もの 一 ッ として 欲しから ざる は 

無き を、 初 鰹 は 買 は ざれ ども、 昼のお 肴な にがし、 晚 

のお 豆府 いくらと、 先づ 帳 合 を X めて、 小 遣の 中より、 

ところ もっといつつ ぼ 

大枚 一 歩が 処 、 苗 七 八 種 をず ばりと 買 ふ、 尤 も 五坪 

に は 過ぎざる 庭な り。 

^元、 藤 豆、 藝、 荔枝、 唐 辛、 所帯の 足と 詈 りた 



まひ そ、 苗 売の 若衆 一 々名に 花 を 添へ ていふに こそ、 

せんな ほう づき 

北海道の 花荔 枝、 鷹の 爪の 唐 辛、 千成りの 酸漿、 蔓な 

し 隠元、 よしあしの 大蓼、 手前 商 ひます る もの は、 皆 

たう もろこし うんぬん 

玉 揃 ひの 唐 黍と 云々。 

朝顔の 苗、 &盆 子の 苗、 花 も 実 も ある 中に、 呼 声の 

仰々 しきが 二 ッぁリ けり、 曰く 牡丹 咲の 蛇の目 菊、 曰 

くシ、 デ ンキゥ モン 也。 愚弟 直に 聞き惚れて、 賢兄 

お 買 ひな/ \ と 言 ふ、 こ、 に 牡丹 咲の 蛇の目 菊なる も 

いは ゆる えぞぎく こういん 

の は 所謂 蝦夷菊 也。 これ は …… 九 代の 後胤 平の、 …… 

と 平家の 豪傑が 名乗れる 如く、 のの 字 ニッ附 けたる は、 

売 物に 花の 他なら ず。 シヽデ ンキゥ モンに 至りて は、 



僕が 植 ゑる からと 女形 も頻に 口説く、 皆キゥ モンの 名 

に 迷へ る 也。 長歎して 別に 五 百 を 奢る。 

かいだう もと 

垣に 朝顔、 藤 豆を植 ゑ、 藝を 海棠の 下に、 蝦夷菊 唐 

い つもと みもと つちか か 

黍 を 茶畑の 前に、 五本 三本 培 ひつ。 彼の 名に しお ふ 

かた へ 

シ、 デンは 庭の 一段 高き 処、 飛石の 傍に 植 ゑたり。 

あら かじ きんせん くわ 

此処に 予 め 遊 蝶 花、 長命 菊、 金盞花、 縁日 名代の 豪 

こむら • さき 

の もの、 白、 紅、 絞、 濃紫、 今 を 盛に 咲 競 ふ、 中に も 

はな げんげ はびこ 

白き 花 紫雲英、 一 株 方 五 尺に 蔓り、 葉の 犬なる こと 

たな そこ - つてな 

掌 の 如く、 茎の 長き こと 五寸、 台 を 頂く 曰に 二十 を 

下らず、 蓋し、 春寒き 朝、 めづ らしき 早 起の 折から、 

みちし ば ほリ 

女形と ともに 道 芝の 霜 を 分けてお 濠の 土手より 得た る 



もの、 根 を 掘らん として、 抉に 火箸 を 忍ばせし を、 羽 

やぶれめ お ほい 

織の 袖の 破目より、 思が けず 路に 落して、 大に 台所 道 

ことか あだ 

具に 事欠きし、 経営 惨儋 仇なら ず、 心なき 草 も、 あは 

れ とや 繁 りけん。 シヽデ ンキゥ モンの 苗なる もの、 二 

曰 三日の 中に、 此の 紫雲英の 葉が くれに 見えず なりぬ。 

いき/ \ 

荔 枝の 小さき も活々 して、 藤 豆の 如き 早 や 蔓の端 も 

そ い たづら お ほい 

見え 初む る を、 徒に 名の 大 にして、 其の 実の 小なる、 

さだか 

葉の 形 さへ 定 ならず。 二 筋 三 筋す くくと 延びた る 

は、 荒れた る 庭に 接り 果 つべ くも 覚えぬ が、 彼処に 消 

えて 此処に 顕れ けむ、 其処に 又 彼処に、 シ、 デンに 似 

たる 雑草 数 ふるに 尽きず、 弟 はもと より、 はじめは 殊 



黄に、 茎 は 糸より 細く、 葉 は 水仙に 似て 浅緑 柔 かう、 

手に せば 消えな むば かりなり。 苗な りし 頃より 見覚え 

つ、 紛 ふべ くも あらぬ シ ヽデン なれば、 英雄 人 を 欺む 

けど も、 苗 売 我 を 愚に なさず、 と 皆 打 寄りて、 土な が 

ら根を 掘りて 鉢に 植ゑ、 水 やりて 縁に 差 置き、 とみ か 

う 見る うち、 品 も 一段 打 上りて、 縁日 ものの 比に あら 

ず、 夜露に 濡れし が、 翌日 は 花 また ニッ 咲きぬ、 いづ 

い リぁひ しの. -め みあ さ 

れも 入相の 頃 しぼみて 東雲に 別なる が 開く、 三 朝に し 

て 四日 目の 昼頃 見れば 花 唯一 ッ のみ、 葉 もし をれ、 根 

も 乾きて、 昨日に は 似ぬ 風情、 咲くべき 蕾 も 探し 当て 

ず、 然れば こそ シヽデ ンなリ けれ、 申 訳 だけに 咲いた 



り、 斯道に 曙 山 君 ありけ る を、 花 一 ッ 採りて 懐に せん 

も惜 く、 よく 色 を 見、 葉 を 覚え、 あくる 日、 四 丁目の 

編輯 局に て、 しか，^ の 草 はと 問へば、 同氏 頷きて、 

くさ あやめ 

紙に 図して 是 ならん、 それよ、 草 菖蒲。 女 扇の 竹 青き 

に 紫の 珠を 鏤めた らん 姿して、 日に日に 装 増る、 草 

菖蒲と いふなり とぞ。 よし 何 にても あれ、 我がい とほ 

しの もの かな。 
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